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平成 16年 5月 5日 
第 48号 

平
成
15
年
度 

年

次

総

会 

平
成
15
年
3
月
28
日(

日)

に
大

阪
市
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に

於
い
て
年
次
総
会
が
行
わ
れ
た
。 

出
席
者
の
少
な
さ
に
、
驚
き
を
感

じ
た
が
、
次
第
通
り
に
進
み
無
事
終

え
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
年
度
は
、

改
選
ま
た
規
約
改
正
も
あ
っ
た
。 

会
員
総
数 

1597
名 

出
席 
29
名 

欠
席 
413
名 

無
効 

17
名 

本
来
な
ら
ば
会
員
総
数
の
３
分
の

１
を
も
っ
て
開
会
に
な
る
が
、
昨
年

に
引
き
続
き
、
未
投
函
に
つ
い
て
は
、

会
長
に
委
任
と
み
な
し
総
会
成
立
と

な
っ
た
。 

 

平
成
１５
年
度 

事

業

報

告 

事
務
局 

理
事
会
開
催
数 

１３
回 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
の
報
告 

 

研
修
部 

平
成
１５
年
６
月
７
日 

 

陸
上
競
技
研
修 

平
成
１５
年
１１
月
２
日 

 

水
泳
研
修 

平
成
１６
年
２
月
２９
日 

 

テ
ー
ピ
ン
グ
研
修 

広
報
部 

平
成
１５
年
４
月 

４５
号 

平
成
１５
年
９
月 

４６
号 

平
成
１５
年
１２
月 

４７
号 

平
成
１６
年
２
月 

新
年
号 

会
計 

年
間
収
支
報
告 

会
計
監
査
確
認
報
告 

 

平
成
１６
年
度 

事

業

計

画 

事
務
局 

※
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
要
請
・
各 

種
発
送
業
務
等
迅
速
に
対
応
・ 

対
処
し
た
い 

※
会
員
が
意
欲
的
に
参
加
し
て
い 

た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
た
い
。 

研
修
部 

※
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の 

種
目
の
実
技
を
行
う 

 

※
日
常
接
す
る
事
の
な
い
ス
ポ
ー
ツ
等
に
挑 

 

戦 

広
報
部 

※
い
ろ
い
ろ
な
情
報
提
供
と
会
員
の
皆
が
参

加
で
き
る
紙
面
づ
く
り
を
し
た
い 

平
成
１６
年
度 

役
員･

監
事･

理
事
の
紹
介 

会
長 

 
 

松
本
晃 

副
会
長 

 

増
野
慈
一
・
兼
田
里
香 

 

監
事 

 
 

松
浦
秀
明
・
北
岡
和
明 

 

事
務
局 

局
長 

 
 

江
上
吉
秀 

局
員 

 
 

森
近
久
子
・
水
野
進
一 

会
計 

 
 

山
林
須
美
江 

会
計
監
査 

井
上
功 

 

研
修
部 

部
長 

 
 

中
野
薫 

部
員 

 
 

永
島
久
義
・
加
島
多
美
子 

 
 
 
 
 

平
野
睦
子
・
髙
橋
実
代
子 

 

広
報
部 

部
長 

 
 

松
浦
春
代 

部
員 

 
 

林
一
義
・
川
村
聡 

 
 
 
 
 

吉
田
恵
一 



会 則 改 正 

大阪障害者スポーツ指導者協議会会則 

改正前 
第３条 本会は、(財)日本身体障害者スポーツ協会（以下、「協会」という。）制定の障害者スポーツ指導者協議会

設置要項第４条に規定する。「県等」（都道府県・指定都市）の障害者スポーツ指導者協議会として、大

阪府及び大阪市に住所を有する障害者スポーツ指導者を中心に組織し、指導技術の向上と指導者相互の

親睦及び連携を図ることにより、障害者のスポーツ振興に寄与することを目的とする。 
また、本会は、（財）日本身体障害者スポーツ協会近畿ブロック障害者スポーツ指導者協議会（以下、

「ブロック協議会」という。）の会則第５条第２号に規定する「大阪支部」を兼ねて、より広範な連携を

目指す。 
改正後 
第３条  本会は、(財)日本障害者スポーツ協会（以下、「協会」という。）制定の障害者スポーツ指導者協議会設

置要項第４条に規定する。「県等」（都道府県・指定都市）の障害者スポーツ指導者協議会として、大阪府

及び大阪市に住所を有する障害者スポーツ指導者を中心に組織し、指導技術の向上と指導者相互の親睦及

び連携を図ることにより、障害者のスポーツ振興に寄与することを目的とする。 
また、本会は、（財）日本障害者スポーツ協会近畿ブロック障害者スポーツ指導者協議会（以下、「ブ

ロック協議会」という。）の会則第５条第２号に規定する「大阪支部」を兼ねて、より広範な連携を目指

す。 
 
改正前 
第９条 本会の事業活動の円滑な推進のため、登録費とは別に年額 1,000 円の活動費を徴収する。ただし、第６
条第１号に定める会員については、活動費の納入は任意とし、その納入の有無は会員資格に影響しない。 
２．活動費を納入した会員に対しては、概ね２ヶ月に１回程度、会報等の手段により情報提供を行う。ただし、

指導員としての資格の得失に関する重要な情報については、活動費の納入の有無に関わらず、全ての会員に対し

て情報提供を行う。 
改正後 
第９条 本会の事業活動の円滑な推進のため、登録費とは別に年額 1,000 円の活動費を徴収する。ただし、第６

条第１号に定める会員については、活動費の納入は任意とし、その納入の有無は会員資格に影響しない。 
 
改正前 
第２６条 総会は、会員総数の３分の１以上の出席がなければ開会することはできない。 
改正後 
第２６条 総会は、会員総数の２分の１以上の出席がなければ開会することはできない。 
 
改正前 
第４４条 この会則の変更は、総会において会員総数の３分の１以上が出席し、その出席者の４分の３以上の議

決を経なければならない。 
改正後 
第４４条 この会則の変更は、総会において会員総数の２分の１以上が出席し、その出席者の４分の３以上の議

決を経なければならない。 



                         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

                     
 

                                 

 

テ
ー
ピ
ン
グ
研
修
に
参
加
し
て 

 

長
居
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
実
習
生 

伊
藤 

壮
平 

今
回
、
私
は
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

指
導
者
協
議
会
の
テ
ー
ピ
ン
グ
講

習
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
講
習
の
内
容
は
テ
ー
ピ
ン
グ

と
は
何
か
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が

あ
り
、
巻
く
上
で
何
に
注
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い
っ
た
知

っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
所
か

ら
、
実
際
に
自
分
達
で
テ
ー
ピ
ン

グ
を
巻
い
て
み
る
と
い
う
も
の
で

し
た
。
私
は
知
識
の
面
を
講
義
で

固
め
、
技
術
の
面
を
実
技
に
よ
っ

て
身
に
付
け
る
事
が
出
来
ま
し

た
。
講
義
の
話
は
大
変
わ
か
り
や

す
く
、
ま
た
楽
し
か
っ
た
で
す
。

実
技
も
参
加
者
同
志
で
話
を
し
な

が
ら
巻
き
合
っ
た
り
で
、
色
々
な

方
と
交
流
す
る
事
が
出
来
ま
し

た
。 今

回
は
、
部
位
を
足
首
に
限
定

し
て
行
い
ま
し
た
が
、
基
本
は

様
々
な
部
位
に
応
用
出
来
る
事
も

わ
か
り
ま
し
た
。
今
後
、
幅
広
い

ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
使
っ
て
い
け

た
ら
良
い
と
思
い
ま
す
。 

テーピング 研修 

大阪市長居障害者スポーツセンター 

講師 河合 俊次 氏 

平成１６年２月２９日 

第
１４
回 

日
本
身
体
障
害
者
陸
上
競
技
選
手
権
大
会 

車

い

す

マ

ラ

ソ

ン 

平成１６年１月１２日（月・祝） 
長居公園外周にて、車いすマラソン

が行われた。 
早朝から、スタッフの皆は、沿道

にロープを張り、路面の小石を取り

除きスタートまでの間、着々と準備

を整えた。しかし、路面の状態は決

して良いとはいえない。 

天気は、快晴。 
選手の皆も、ウォーミングアップ

をはじめる。少しの緊張が流れだ

し、午前１１時のスタートを待つだ

けとなった。 
42.195㎞。体力・技術そして気力。
決して楽ではない。 
沿道のボランティアも大きな声援を送りながら、一般

の人達が横切らないように、整備をしていた。 
今回、路面の状態でパンクする件数も多いのではないか

と危惧していたが、２件止まりであった。 
 
T54の部 1位 笹原 廣喜選手 大分県 1:32:57 
     2位 廣道 純選手  大分県 1:34:11 
T52の部 1位 伊藤 智也選手 三重県 1:56:34 
     2位 高田 稔宏選手 福井県 2:00:55 

（文・広報 松浦春代） 



２００４国際親善車椅子バスケットボール大阪大会 
２００４・２／１２(木)～１４(土) 会場：大阪市中央体育館 

                      

 

 

 

 

 

 

                               

 

 

 

 

 

 

 

✿大会関係者のひとりごと✿ 

各国の車椅子バスケットボール連盟を代

表するチーム(カナダ・オーストラリア・大
韓民国・日本)の選手・役員の方々をお迎え
し、２００４国際親善車椅子バスケットボ

ール大阪大会を、2月12日(木)から14日(土) 
の 3日間、大阪市中央体育館において開催できたことは、大きな喜びであります。 

3 日間の大会には、約 10500 人の観客が集まり、大盛況の中で、終了しました。大会をあえて
木・金曜日の平日に開催した意味は、学校を動員しやすいこととがあげられます。そして、今回、

小・中学校の児童・生徒を対象に「来て・見て・感じた」作文募集を併催事業として実施し、各

校から多くの感想文が寄せられました。 
その感想文の中には「学校から無理やり、見にこ

さされたが来て良かった。」「来る前は、車椅子の

バスケットボールと聞いて、来たくなかったが来

て良かった」等々、障害者のスポーツ、車椅子バ

スケットボールと聞いて、自分の想像で楽しくな

いと決め付けていた子ども心が「来て・見て・感

じた」感想文にスポーツとして認知する感想文や 
障害のある人が工夫しだいで同じスポーツができることを実感

した感想文が大多数であったことは、この大会の主目的を果た

せたと思っています。 
来年の 2月 17日(木)～19日(土)の 3日間、大阪市中央体育館
で開催する予定です。是非、多くのスポーツ指導者協議会の皆

様が、関わっていただき一人でも多くの方々をお誘いいただき、

ご協力、ご観戦してくださることを期待しています。 
「障害者のスポーツは、見ることから理解が始まる。」をキーワ

ードに、本大会の開催にあたり、多大なご支援、ご協力をいた

だきました関係者の皆様に、心から感謝申し上げます。 
2004
国
際
親
善
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル 

大
阪
大
会
を
終
え
て 

大
会
実
行
委
員
会
事
務
局 

辻
奥 

沙
織  

昨
年
に
引
き
続
き
開
催
し
た
「
2004
国
際
親
善
車

椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
阪
大
会
」
3
日
間
に

わ
た
る
大
会
期
間
を
多
く
の
方
々
の
ご
支
援
ご
協

力
を
得
て
、
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

事
務
局
と
し
て
事
前
準
備
、

大
会
期
間
、
大
会
終
了
後
と
国

際
大
会
後
に
大
変
な
こ
と
も

多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
大

阪
大
会
を
選
手
、
役
員
を
始

め
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
け

る
方
の
た
め
に
よ
り
良
い
も

の
と
な
る
よ
う
、
努
力
し
て
い

き
ま
す
。
今
年
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
協
議
会
の
皆
様
に

は
、
3
日
間
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 



ドーピングとは･･･競技能力を高め、勝つために薬物などを使用すること 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      

使用したサプリメントに禁止薬物が含まれていた場合

は、無条件で違反となります。特にステロイド系物質が含有

されるものやカフェインが含有される滋養強壮剤は絶対に

使用しないで下さい。 

  また、欧米系のサプリメントは成分表示に禁止薬物の表示

が無いものや、たとえ表示されているものでも、２０％以上

のものから禁止薬物が検出されたという報告があり、尽きる

ところは安全かどうかの判断は自分ですべきだというべきで

す。疑わしいものは飲まないということだといえるでしょう。 

サプリメントについては、どのような場合でも救済措置はとら

ない。         （広報・川村聡） 

 

ドーピングは障害者スポーツの場合にも大きく関わってく

る時代に入ったといわざる終えないくなりました。しかし、障

害者と「くすり」は切っても切れない縁だと思います。やは

り、競技を続ける人やパラリンピックを目指す人は自己管理

が重要だと思います。 

  また、指導者も自分が指導している選手が、どのような薬

を服用しているのかを把握しておかなければならないと思

います。        （広報・川村聡） 

 

ドーピング検査の目的 

ドーピング検査は、全てのスポーツマン・スポーツウーマンの利益になりえる 

国際的なスポーツ界での平等と公平に貢献するであろうことを考慮し、実施す 

るものである。 

 

 スポーツにおけるドーピング行為の使用は、不健康、かつスポーツ理論に反すると 

 ともに、社会に於ける薬物の乱用・誤用の問題の一端である。 

 

 スポーツ競技者の肉体的・精神的健康、フェアプレイと競走の価値、スポーツの共 

通性・統一性、そして如何なるレベルにせよ、スポーツに参加する人々の権利を保 

護することが必要である。 

アンチドーピング国際オリンピック憲章からの引用です。 

サプリメントとは 

食事によって十分に撮りき

れていない栄養素を補うため

の補助食品を総称して呼ばれ

ている。 

サプリメントは、英語で「補うこ

と」を意味する。 

「Supplement」をそのまま使っ

た言葉。 



大会日程および会場 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実施競技 日時 会場 
陸上競技 

フライングディスク  
5月16日(日) 
午前 10時集合 

大阪市長居第 2 
陸上競技場 

ボウリング 
5月23日(日) 
午前 9 時集合  

ボウルメイト京橋 

アーチェリー 
5月23日(日) 
午前 10時集合 

卓 球 
5月23日(日) 
午後 1 時集合  

視覚障害者 
のみの卓球 

5月28日(金) 
午後 1 時集合  

大阪市長居障害者

スポーツセンター 

水 泳 
5月30日(日) 
午前 10時集合 

大阪市舞洲障害者

スポーツセンター 
 

実施競技 日時 会場 
陸上競技 5月 16日(日) 万博記念競技場 

水 泳 
フライングディスク  

5月 22日(土) 
大阪府立障害者

交流促進センター 
(ファインプラザ大阪)  

ボウリング 
(知的障害者のみ) 

5月 22日(土) ボウルメイト京橋 

卓 球 
アーチェリー 

(身体障害者のみ) 
5月 23日(日) 

大阪府立障害者

交流促進センター 
（ファインプラザ大阪)  

 

第4回 大阪市 

障害者スポーツ大会 

第4回 大阪府 

障害者スポーツ大会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

聞 

い 

て 

？ 

松
浦 

春
代 

こ
の
間
の
事
、
赤
信
号
で
停
ま
っ
て
い

る
と
、
高
齢
者
の
方
が
車
椅
子
を
押
し
て

い
た
。
当
然
、
車
椅
子
に
座
っ
て
い
る
人

も
高
齢
者
の
方
。
何
気
な
く
目
は
、
ふ
た

り
に
向
い
て
い
た
。 

び
っ
く
り
し
た
の
は
、
道
路
の
斜
め
横

断
に
信
号
無
視
。
車
が
走
っ
て
い
る
の

に･
･
･

。
声
を
か
け
る
事
も
で
き
な
い
。 

そ
の
後
ろ
か
ら
、
若
者
が
自
転
車
で
ま

た
信
号
無
視
。
結
構
、
広
い
道
路
で
車
も

多
い
。
何
な
ん
だ
ろ
う
。
事
故
に
遭
っ
た

ら
大
変
、
自
分
達
だ
け
の
問
題
で
は
済
ま

な
い
。
交
通
ル
ー
ル
は
守
っ
て
ほ
し
い
と

思
っ
た
。
当
た
り
前
の
事
が
当
た
り
前
で

な
い
の
は
、
や
っ
ぱ
り
駄
目
だ
と
思
う
。 

ち
ょ
っ

編
集
後
記 

平
成
16
年
度
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。 

会
員
の
皆
様
に
、
ど
ん

な
情
報
が
、
ま
た
報
告
が

で
き
る
か
を
考
え
会
員

の
皆
様
と
疎
通
が
は
か

れ
る
よ
う
な
協
議
会
だ

よ
り
に
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

本
来
は
、
総
会
の
報
告

は
別
紙
に
行
う
と
こ
ろ

今
回
は
、
改
選
・
会
則
改

正
と
協
議
会
だ
よ
り
に

載
せ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

多
く
の
会
員
が
、
交
流
で

き
る
よ
う
に
と
願
っ
て

い
ま
す
。 

広
報
部
一
同 


